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Scopus 2017年6月1日バージョンアップ情報

2017年6月1日
エルゼビア・ジャパン株式会社

2017年6月30日更新

6月1日時点で英語のままになっていたメニューが日本語化された画面に差し替えました。
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Scopus 2017年6月1日バージョンアップ情報

2017年6月1日にScopusのバージョンアップがあり、以下の変更および機能強化が行われました。

1. ジャーナル評価指標CiteScoreが2016年版に更新されました。

2. 文献情報ページ（抄録＋参考文献ページ）のデザインが変更され、他の主要ページと一貫性があるものになり
ました。

3. 所属機関プロファイルの著者数をクリックして表示されるページから、著者のリストをエクスポートできるように
なりました。

4. ご契約のIPアドレスの範囲外からアクセスしたときに表示されるランディングページが変更されました。
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1. ジャーナル評価指標CiteScoreが2016年版に更新されました。

CiteScoreを含むジャーナル評価指標は、[収録誌] メニューから確認できます。

CiteScore値、その算出の根拠となる文献数と被引用数、
分野別のパーセンタイルとランクが2016年版に更新されました。

同時に、CiteScoreTrackerも2017年版に更新されました。
CiteScoreTracker 2017は2017年版の速報値（毎月更新）で、
2018年春にCiteScore 2017として固定されます。
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1. ジャーナル評価指標CiteScoreが2016年版に更新されました。（続き）

Journal Metricsのサイト（https://journalmetrics.scopus.com）も更新されています。

すべてのCiteScore値をExcelに
ダウンロードすることができます。
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1. ジャーナル評価指標CiteScoreが2016年版に更新されました。（続き）

CiteScoreとは？

CiteScore（サイトスコア）は、Scopusデータに基づいた新しいジャーナル評価指標であり、2016年12月にリリース
されました。あるジャーナルに出版された論文が特定の年に平均で何回引用されたかを示します。CiteScoreは、
Scopusのご契約の有無にかかわらず、Scopus.comおよびJournal Metricsのサイトで誰でも無料でご利用いただ
けます。

CiteScoreに関する詳細については、下記ページをご覧ください。2017年2月に開催したオンライン講習会の録音
版もご覧いただけます。

→ http://www.elsevier.com/jp/online-tools/scopus/citescore

2013年～2015年に出版された論文が
2016年に引用された回数

CiteScore 2016  =        
2013年～2015年に出版された論文数

A

B
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2. 文献情報ページ（抄録＋参考文献ページ）のデザインが変更され、他の主要ページと一貫性があるものになり
ました。

バージョンアップ前 →  バージョンアップ後

右側のボックスの順番
が変更されました。

バージョンアップ前
・ 被引用数 n 回
・ 関連文献
・ 論文評価指標

↓
バージョンアップ後
・ 論文評価指標
・ 被引用数 n 回
・ 関連文献

検索語が黄色でハイライト
されるようになりました。
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最大100,000件の著者をエクスポートすることができます。

3. 所属機関プロファイルページの著者数をクリックして表示されるページから、著者のリストをエクスポートできる
ようになりました。

選択した著者の数が4,000件以下の場合は、
すぐにCSVファイルにエクスポートされます

この機能を利用するためには、
ログインが必要です。

選択した著者数が4,000件を超える場合は、
E-mailアドレスを入力するように求められます。
処理が完了すると、E-mailでお知らせします。
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ゲストユーザーでも著者プロファイルおよびジャーナル評価指標を確認できることが明確になりました。

4. ご契約のIPアドレスの範囲外からアクセスしたときに表示されるランディングページが変更されました。

ゲストユーザーも
著者プロファイルを
確認できます。

ゲストユーザーも
CiteScoreなどの

ジャーナル評価指標を
確認できます。

Scopusをリモートアクセスで利用できる

方は、ここからログインしてください。


